
徳島県藍住町 嶋田 拓真 観光・情報発信

【年 齢】
26歳

【出身地】
滋賀県栗東市

【転出元】
東京都港区

【前 職】
WEBマーケティング

【活動時期】
R3.4～

大学時代に古着屋で藍染の作品を見たことから、将来藍染
をしたいと思うようになった。商品を作る技術力と、商品
の魅力を正しく届けるマーケティング力の両方が必要にな
ると考え、大学卒業後はWEBマーケティングを仕事に活動
していた。藍住町の地域おこし協力隊の募集ページを見て、
応募をした。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）aizumi-aikoubo@ma.pikara.ne.jp
（電話番号）088-661-4484

任期後は独立し、畑での藍の栽培から、藍染作品の制作・
販売までを一貫して行う予定している。協力隊の任期内に
染めの方では、自分の核となる表現方法を身に着けたい。
畑の方では、少ない人数での効率的な栽培の仕方や、農業
全般の知識を身に着けたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●藍の栽培・蒅の製造

3月に藍の種を撒き、7月頃に刈り取りを行っている。
その後は、藍粉しという作業をおこない、藍を葉と
茎に分け、葉の部分だけを乾燥させる。9月から11月
には乾燥させた葉に水を与え、空気に触れさすよう
にかき混ぜることで発酵を促し、藍染の染料として
の蒅を作る。

●藍染め

自分たちで作った蒅を用いて、藍の染液を作り、2日
に1回のペースで染作業を行っている。染めた物は藍
住町の成人式祝いや、新生児祝いなど、町内の住人
に還元している。その他、町内での展示なども行っ
ている。
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